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９

月
11

日
深

田
中

学
校

の
最

後
の

運
動

会
が

開
催

さ

れ
ま

し
た

。
町

民
体

育
祭

と
の

合
同

開
催

で
、い

ま
か

ら

40
年

程
前

ま
で

は
全

校
生

徒
で

取
り

組
ん

で
い

た
と

い

う
深
中
体
操

も
復

活
披

露
さ

れ
ま

し
た

。

　
み

な
さ

ん
、最

後
の

運
動

会
に

名
残

惜
し

そ
う

で
し

た
。
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決
算
審
査
意
見
書
に
対
す
る

監
査
委
員
へ
の
主
な
質
疑
応
答

問
国
民
健
康
保
険
税
の
問
題
点
は
。

答�
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
、本
町
で

は
、
現
年
度
、
過
年
度
分
あ
わ
せ
て

七
十
八・二
％
の
微
収
率
で
滞
納
額
が
多

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

問�

水
道
料
金
滞
納
者
に
は「
時
効
の
援
用
」

を
し
な
い
限
り
債
権
は
消
滅
し
な
い
と

あ
る
が
。

答�

町
は
、滞
納
者
へ
債
務
が
あ
る
旨
の
承
認

を
さ
せ
て
、二
年
間
の
時
効
が
成
立
し
な

い
よ
う「
時
効
の
中
断
」の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

問�「
債
権
の
回
収
手
続
き
に
差
異
が
あ
る
」

と
あ
る
が
。

答�

町
税
は
、地
方
税
法
に
よ
り
強
制
徴
収

が
で
き
る
が
、水
道
料
金
や
住
宅
の
家
賃

等
は
そ
れ
が
で
き
な
い
代
わ
り
に
、裁
判

所
の
強
制
執
行
の
手
続
き
が
必
要
に
な

る
。

主
な
審
議
内
容
の
抜
粋

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
課

問�

有
価
証
券
は
、時
価
総
額
で
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答�

自
治
体
会
計
と
し
て
は
、こ
れ
が
現
状
で

あ
る
。
尚
、こ
れ
か
ら
公
会
計
と
な
る

と
、国
の
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。

問�

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補
助
金

千
七
百
万
二
千
円
は
ど
こ
に
支
出
し
、

ま
た
バ
ス
利
用
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答�

産
交
バ
ス
に
支
出
し
て
い
る
。
あ
さ
ぎ

り
町
民
の
利
用
者
は
分
か
ら
な
い
が
、六

路
線
で
十
二
万
八
十
六
人
で
あ
る
。

問
指
定
管
理
委
託
料
の
算
定
は
。

答�

そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
若
干
異
な
る
が
、基
本

的
に
は
町
の
算
出
様
式
で
計
算
し
、相

手
方（
指
定
管
理
者
）と
協
議
し
て
契
約

し
て
い
る
。

問�

国
勢
調
査
の
結
果
が
出
る
の
が
遅
い
と

感
じ
る
が
。

答�

確
定
値
が
三
年
後
に
出
る
と
い
う
の
は

確
か
に
遅
い
と
思
う
が
、個
人
情
報
保
護

と
い
う
事
か
ら
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

厚
生
常
任
委
員
会
所
管
課

問�
た
ば
こ
税
収
は
昨
年
よ
り
も
上
が
っ
て

い
る
が
、数
年
前
に
比
較
す
る
と
減
収
し

て
い
る
。
ど
ん
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る

か
。

答�

各
た
ば
こ
販
売
の
業
者
に
よ
っ
て
納
税

の
申
告
場
所（
町
村
）は
違
っ
て
い
る
の

で
、そ
の
移
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
詳

し
い
資
料
は
手
に
入
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。

問�

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
と
温
泉
交
流
セ

ン
タ
ー
と
の
指
定
管
理
委
託
料
に

千
二
百
万
円
の
差
が
あ
る
が
。

答�

温
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、併
設
さ
れ
て

い
る
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
分
も
含
ま
れ
て

い
る
。

問�

ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
と

温
泉
交
流

セ
ン
タ
ー
、

高
山
荘
に

は
指
定
管

理
委
託
料

を
出
し
て

い
る
の
に

決
算
で
は
四
千
四
百
万
円
の
剰
余
金
が

あ
る
が
、今
後
の
考
え
は
。

答�

査
定
を
し
て
委
託
料
を
決
め
て
い
る
が
、

今
後
こ
の
剰
余
金
の
金
額
を
考
慮
し
、

査
定
の
見
直
し
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問�

い
ず
れ
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
も
経
営
は
赤

字
で
あ
る
。
入
浴
料
金
の
値
上
げ
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
も
試
算
検
討
し
て

い
る
が
、結
論
が
出
な
い
状
況
で
あ
る
。

問�

保
険
給
付
費
は
県
下
で
二
十
七
番
目
な

の
に
、国
民
健
康
保
険
税
の
町
民
一
人
当

た
り
の
調
定
額
が
県
下
で
一
番
高
額
で

あ
る
。
そ
の
原
因
究
明
は
。

答�

様
々
な
要
素
が
あ
り
、時
間
を
か
け
な
い

と
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
が
、で
き
る

だ
け
急
い
で
原
因
の
究
明
を
し
た
い
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
所
管
課

問
結
婚
対
策
事
業
の
成
果
は
。

答�
現
在
八
十
五
名
の
会
員
が
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
何
組
か
の
カ
ッ
プ
ル
が

で
き
て
い
る
。

問
企
業
誘
致
の
職
種
と
そ
の
成
果
は
。

答�

四
十
七
社
の
企
業
を
訪
問
し
て
い
る
。

食
品
関
連
の
企
業
を
中
心
に
農
業
参
入

等
、色
々

な
話
を

頂
い
て

い
る
。

問�

河
川
の

除
草
作

業
の
回

数
が
少

な
い
の

で
は
。

答�

町
全
体
で
は
年
二
回
の
除
草
だ
が
、町
内

全
域
の
中
で
重
点
的
な
箇
所
を
協
議
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問�

下
水
道
事
業
を
進
め
る
中
で
、浄
化
槽

の
設
置
状
況
は
。

答�

前
々
年
、前
年
と
計
画
に
対
し
て
少
な

か
っ
た
が
、今
年
度
は
増
加
し
て
い
る
。

問�

入
札
監
視
委
員
会
は
開
か
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、そ
の
内
容
は
。

答�

上
半
期
下
半
期
に
分
け
て
、年
二
回
五
名

の
委
員
で
開
い
て
い
る
。
い
ず
れ
の
委

員
会
で
も
問
題
点
の
指
摘
は
無
か
っ
た
。

決
算
認
定
へ
の
討
論

反
対
討
論　
有
価
証
券
の
記
載
の
仕
方
を

修
正
し
な
い
限
り
反
対
す
る
。

反
対
討
論　
臨
時
財
政
対
策
債
に
頼
っ
て

い
る
現
状
の
財
政
運
営
に
は
反
対
す
る
。

ヘルシーランド

河川堤防の除草作業

平成 22年度決算を認定

�



　第3回定例会本会議が9月6日に開会し、平成23年度補正予算、平成22年度
一般会計及び特別会計の決算認定、条例改正等が提案され、いずれも原案どお
り可決されました。

�



議員名議案名 岩水 永井 桑原 野中 奥田 豊永隆 渕田 愛甲 小見田 豊永喜 田原 皆越 樫山 浦本 溝口 久保田 宮原
あさぎり町議会改革調査特別委員会の報
告について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成23年度あさぎり町一般会計補正予算

（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度あさぎり町一般会計歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成22年度あさぎり町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※注１ ○ ○ ○
平成22年度あさぎり町老人保健医療特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成22年度決算に基づく健全化判断比率
の報告について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
あさぎり町議会議員定数条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆9月定例議会議案表決一覧表（抜粋）

会 計 名 収 入 額 支 出 額 残 額

国 民 健 康 保 険 24億 8,011 万円 22億 0,256 万円 2億 7,755 万円

老 人 保 健 医 療 636 万円 636 万円 0円

介 護 保 険 15億 3,750 万円 14億 9,207 万円 4,543 万円

簡 易 水 道 事 業 5億 7,715 万円 5億 4,240 万円 3,475 万円

下 水 道 事 業 10億 8,732 万円 10億 6,553 万円 2,179 万円

水 道 事 業 7,536 万円 7,204 万円 332 万円

介 護 サ ー ビ ス 4,286 万円 3,561 万円 725 万円

上 財 産 区 3,881 万円 3,779 万円 102 万円

球磨郡障害認定審査事業 1,140 万円 992 万円 148 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億 5,722 万円 1億 4,506 万円 1,216 万円

球磨郡介護認定審査事業 3,835 万円 3,215 万円 620 万円

合　　　　計 60億 5,244 万円 56億 4,149 万円 4億 1,095 万円

◆特別会計の決算状況

決算審査意見書（要旨）
　平成 22 年度決算の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書歳入歳出決算事項別説明書、実質収支
に関する調書及び財産に関する調書の係数は、関係諸帳簿及び証票書類の計数と符合し、いずれも
正確であることを確認した。財政の健全化判断比率は、前年度に比べ全体的に改善されていること
が伺える。指摘事項及び課題等についての意見は次の通りである。
①補助金
　町補助金等交付要項の別表「町補助金等一覧」に補助率または補助金額の上限を定めているが、
一部において定める金額を超えて支出されている。
②収納未済額への対応
　一般会計及び特別会計全体としては、2,760 万円の減少であるが、収納未済額は３億 3,310 万円と
依然として高い水準にあることから、今後も収納未済額の圧縮を図る必要がある。
③国民健康保険税
　本町の国民健康保険税は、県内でも最も高い水準にある。一方、一人当たりの保険給付費を見る
と県内で 27 番目となっているため、問題点を究明する必要がある。

　あさぎり町監査委員　月足茂則
　あさぎり町監査委員　渕田勇一

※注１：早退
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条　

例　

改　

正 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

　
　
　

に
関
す
る
一
部
を
改
正

　

こ
れ
は
死
亡
者
に
係
る
配
偶
者
・
子
・

父
母
・
孫
又
は
祖
父
母
い
ず
れ
も
が
在
し

な
い
場
合
で
あ
っ
て
兄
弟
姉
妹
が
い
る

と
き
は
、そ
の
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
、災

害
弔
慰
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

町
営
住
宅
管
理
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正

　

同
居
親
族
要
件
が
変
更
と
な
る
た
め

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
給
水
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正

　

こ
れ
は
須
恵
簡
易
水
道
事
業
の
給
水

区
域
を
拡
張
す
る
も
の
で
す
。

※
税
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　

改
正
す
る
条
例

　

税
改
正
に
よ
る
条
例
改
正
が
三
月

十
一
日
の
震
災
に
よ
り
専
決
処
分
さ
れ

た
も
の
で
す
。

一般会計補正予算

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
報
告

　あさぎり町議会では、これまで議会改革調査特別委員会に於いて議論して来た結果、９月定例会（９月
16日）にあさぎり町議会議員定数の条例の一部を改正する条例の制定についてを発議し賛成多数で議員
定数18名から16名と決定。
　一、この条例は公布の日から施行する。
　二、�あさぎり町議会議員の定数については、公布の日以後初めてその期日を告示される一般選挙までの

間、なお従前の例による。（平成24年４月の任期満了による選挙から適用されます。）

（定数削減）

議員定数16名へ条例改正

２億4,231万9千円を追加
主
な
も
の

消防補償等組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　1,710 万円
工事請負費他（農道・堰他）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,560万円
老人福祉費（地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金）　　　　　　　　　4,290万円
財政調整基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   　 1億円
くま川鉄道経営安定化補助金他　　　　　　　　　　　　 　　　　　　  　 499万円
造林委託料他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　  466万円

●
今
後
の
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

第
二
十
一
回
を
七
月
二
十
日
に
開
催

　

一
、�最
終
報
告
へ
向
け
て
の
検
討
項
目
に
つ
い
て

　
　

��

通
年
議
会
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

二
、�執
行
部
反
問
権
導
入
に
つ
い
て

　

三
、議
員
定
数
、報
酬
等
に
つ
い
て

　
　
・�

定
数
十
六
名
。
報
酬
に
つ
い
て
は
公
務
員
給
与

の
動
向
を
見
守
る

　

四
、�議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
に
つ
い

て

●
議
会
報
告
会
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

第
二
十
二
回
を
八
月
二
十
四
日
に
開
催

　
　
・
九
月
定
例
会
委
員
会
報
告（
最
終
）の
検
討

　

一
、�通
年
議
会
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

白
老
町
を
モ
デ
ル
に
試
行
的
に
行
う

（
九
月
定
例
会
、会
期
を
十
一
月
末
日
ま
で
と
す
る
）

　

二
、�執
行
部
反
問
権
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
・
議
長
の
裁
量（
判
断
）に
委
ね
る

　

三
、�議
員
定
数
、報
酬
等
に
つ
い
て

　
　
・
九
月
定
例
会
で
条
例
改
正
案
を
提
出

●
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

（
九
月
二
十
三
日
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
於
い
て
開
催
す
る
）

 

専　

決　

処　

分 

�



渕
田　

町
教
育
振
興
基
本
計
画
と
町

総
合
計
画
と
の
関
係
は
。

教
育
長　

町
総
合
計
画
に
そ
っ
た
計

画
で
議
決
は
必
要
と
し
な
い
。

渕
田　

中
学
校
増
改
築
確
認
検
査
と

通
学
道
路
の
指
定
は
。

教
育
長　

進
捗
率
三
十
一
％
で
二
十
二

の
確
認
検
査
済
み
。
通
学
道
路
と
し

て
指
定
は
し
な
い
。
生
徒
が
通
学
道
を
申
告
す
る
。

そ
の
道
路
以
外
で
の
事
故
は
原
則
補
償
の
対
象
と
な

ら
な
い
。

渕
田　

上
下
水
道
工
事
に
伴
う
路
面
損
傷
が
原
因
の

事
故
補
償
は
。

町
長　

瑕か

し疵
に
よ
っ
て
は
町
が
補
償
す
る
。

渕
田　

道
路
改
良
と
、
上
下
水
道
工
事
を
同
時
発
注

は
で
き
な
い
か
。

町
長　

補
助
事
業
の
関
係
で
出
来
な
い
面
も
あ
っ
た

が
今
後
は
協
議
し
て
進
め
た
い
。

渕
田　

公
道
以
外
の
私
道
等
で
未
舗
装
道
路
の
舗
装

は
で
き
な
い
か
。

町
長　

現
在
は
そ
の

規
定
は
な
い
。
何
ら
か

の
方
法
を
考
え
た
い
。

渕
田　

告
知
放
送
の

戸
別
受
信
機
設
置
の

考
え
は
。

町
長　

現
状
の
ま
ま

運
用
す
る
。

渕田　勇一 議員

永井　英治 議員

問 通学道路の指定は
　　 生徒が通学路として申告する教育長

鋼
管
が
あ
る
。
今
後
、
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
解
消
し
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現
状
は
。

永
井　

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
現
状
と
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

現
状
と
課
題
は
。

福
祉
課
長　

一
部
の
施
設
を
除
け
ば
、

か
な
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
に

あ
る
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
社

協
で
の
色
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
く
。

永
井　

あ
さ
ぎ
り
町
の
自
主
防
災
組

織
の
現
状
は
。

町
長　

九
月
四
日
に
上
地
区
で
防
災

訓
練
を
行
っ
た
。
そ
の
反
省
点
を
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
行
く
。

総
務
課
長　

現
在
、
町
内
五
十
三
の

地
区
全
て
に
自
主
防
災
組
織
が
あ

る
。
消
防
団
や
消
防
署
の
協
力
で
初

期
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

色
々
な
訓
練
を
通
し
て
、
現
実
的
に

機
能
で
き
る
組
織
に
近
づ
い
て
い
る
。

永
井　

地
震
発
生
時
の
上
下
水
道
の

耐
震
性
は
。

上
下
水
道
課
長　

機
械
、
管
路
と
も

か
な
り
の
耐
震
性
が
あ
る
が
、
一
部

に
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
や
年
数
を
経
た

問 

自
主
防
災
組
織
は

　
　
　
　
　

機
能
し
て
い
る
か

　
　

   

機
能
で
き
る
組
織
に
近
づ
い
て
い
る

総
務
課
長

基幹産業の危機管理は
野中　進�議員

合併十周年を記念して友好都市提携を推進しては
田原健一�議員

農業振興及び活性化対策は
豊永喜一�議員

町の宝物の掘り起こしを
愛甲利孝�議員

８
P

９
P

自治体のやるべき仕事は
宮原盛幸�議員
若者が残れるための雇用を守る想いは
小見田和行�議員

高山定住促進センターの改善は
桑原武夫�議員
物産館、農産物直売所の移転は
奥田公人�議員

10
P

11
P

一
般
質
問

あさぎり中学校の増築校舎

井上地区の訓練

�



問 雇用対策事業の今後の対応は  
　　 国・県の支援事業としては微妙

浦
本　

あ
さ
ぎ
り
町
の
塵
芥
処
理

費
は
負
担
金
を
合
わ
せ
年
間
に

二
億
六
千
九
百
万
円
を
超
え
、
全
体

の
十
五
％
を
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
に
運
ん
で
い
る
。
今
後
は
厳
し

い
財
政
状
況
、
交
付
金
の
減
額
も
予

想
さ
れ
る
が
。

町
長　

ご
み
の
処
理
費
の
削
減
は
今

後
町
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
。

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
た
い
。
処
理

場
の
修
理
費
用
も
年
間
一
〜
二
億
円

と
な
る
の
で
持
ち
込
み
を
減
ら
し
負

担
金
を
減
ら
し
た
い
。

浦
本　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
は
約
十
年

前
百
七
億
円
程
で
建
設
さ
れ
、
毎
日

九
十
ト
ン
を
焼
却
し
て
い
る
が
施
設

の
耐
用
年
数
の
予
測
は
。

町
長　

一
つ
の
目
安
と
し
て
十
五
年

で
、
立
地
の
場
所
も
地
域
の
人
々
と

も
協
議
が
さ
れ
て
お
り
、
納
得
し
て

今
の
と
こ
ろ
で
問
題
な
く
稼
働
で
き

る
の
は
使
用
開
始
後
十
五
年
で
す
。

浦
本　

隣
町
で
は
竹
を
活
用
し
て
パ

ウ
ダ
ー
状
に
し
て
生
ゴ
ミ
と
混
ぜ

て
堆
肥
を
作
り
、
農
地
に
還
元
し

て
い
る
。

町
長　

生
ゴ
ミ
減
量
化
は
徹
底
し
て

取
り
組
み
た
い
の
で
調
査
検
証
し
て

み
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問 

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の
耐
用
年
数
は

　

   

一
つ
の
目
安
と
し
て
十
五
年
間

樫山　保 議員

浦本　秀正 議員

一
般
質
問

町長

町
長

通学道路の指定は
渕田勇一�議員

自主防災組織は機能しているか
永井英治�議員

雇用対策事業の今後の対応は
樫山　保�議員
クリーンプラザの耐用年数は
浦本秀正�議員

６
P

12名が登壇

一般質問

７
P

吉井リサイクルセンター

樫
山　

緊
急
雇
用
事
業
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
に
つ

い
て
本
年
度
で
終
了
す
る

が
、
こ
れ
ま
で
雇
用
さ
れ
て

い
た
人
達
、
又
他
に
雇
用
を

求
め
て
い
る
人
達
も
含
め
て

今
後
の
対
応
は
。

町
長　

今
、
六
十
人
程
度
の

雇
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
来
年
以
降
、
半
分
の

方
を
雇
え
て
い
け
る
か
ど
う

か
、
国
・
県
の
支
援
事
業
と

し
て
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
。

農
林
振
興
課
長　

ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
事
業
の
農
業
再
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
四
名
程

度
、
山
の
幸
開
発
事
業
で
八

名
程
度
雇
用
し
た
い
。
緊
急

雇
用
の
二
十
四
年
度
継
続
は

町
単
独
で
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

商
工
観
光
課
長　

ふ
る
さ
と

雇
用
七
名
、
緊
急
雇
用
三
名

で
今
の
と
こ
ろ
は
希
望
し
て

い
る
。

教
育
課
長　

教
員
補
助
の
職

員
の
方
を
継
続
し
て
雇
用
し

た
い
。

建
設
課
長　

町
の
財
政
的
な

と
こ
ろ
で
可
能
で
あ
れ
ば
続

け
て
い
く
。

樫
山　

五
十
歳
位
ま
で
の
壮

年
人
材
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の

は
出
来
な
い
か
。

町
長　

可
能
な
限
り
国
・
県

の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
て
い
く
。
町
と
し
て

も
相
当
真
剣
に
、
総
合
的
に

考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。

町道の整備

�



野
中　

昨
年
宮
崎
に
発

生
し
た
口
蹄
疫
が
町
内

で
発
生
し
た
場
合
、
当

該
農
家
と
の
連
絡
、
情

報
交
換
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

対
象
農
家
に
つ
い
て

は
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を

し
、
い
つ
で
も
対
応
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

野
中　

電
話
等
で
の
連
絡

は
、ど
う
し
て
も
聞
き
違
い
、

勘
違
い
が
発
生
し
や
す
い
と

思
う
。

農
林
振
興
課
長　

緊
急
な
場

合
に
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
対
応

す
る
。

野
中　

早
期
発
見
、
通
報
及

び
迅
速
・
的
確
な
初
動
、
埋

設
、
特
に
埋
設
地
は
四
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
が
要
る
。
地
下

水
の
心
配
は
。

農
林
振
興
課　

掘
っ
て
ま
で

は
調
査
し
て
い
な
い
。

野
中　

我
々
も
実
際

に
体
験
さ
れ
た
農

家
、
市
役
所
等
で
研

修
会
が
で
き
た
ら
と

考
え
る
が
。

町
長　

有
志
の
皆
さ

ん
等
で
計
画
し
て
頂

け
れ
ば
、
一
緒
に
職

員
等
を
含
め
て
行
か

せ
て
頂
き
た
い
。

問 基幹産業の危機管理は
　　 緊急連絡網の整備と活用の実施

田
原　

合
併
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
事
業
を
計
画
し
て

は
。

町
長　

懸
案
の
統
合
中
学
校

も
来
年
ス
タ
ー
ト
す
る
。
町

民
の
皆
様
も
合
併
十
周
年
を

機
会
に
い
ろ
い
ろ
と
町
の
動

き
が
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
八

月
一
日
か
ら
政
策
推
進
室
を

設
置
し
、
職
員
二
人
を
配
置

し
た
。
こ
の
職
員
を
中

心
に
記
念
事
業
に
向
け

た
取
り
組
み
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
。

田
原　

町
民
の
心
を
一

つ
に
で
き
る
音
頭
、
あ
る

い
は
町
歌
を
十
周
年
に
お

披
露
目
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
。

町
長　

十
周
年
記
念
行
事

に
間
に
合
う
よ
う
に
進
め

て
い
る
。

田
原　

友
好
都
市
提
携
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

韓
国
、
中
国
あ
た

り
も
視
野
に
入
れ
、
国
内

で
の
友
好
都
市
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
み
た
い
。

問 

合
併
十
周
年
を
記
念
し
て

　
　

友
好
都
市
提
携
を
推
進
し
て
は

　
　

  

検
討
し
て
み
た
い

野中　進 議員

田原　健一 議員

一
般
質
問

町長

町
長

酪農家の畜舎

友
好

？

�



豊
永　

基
幹
産
業
の
農
業
活

性
化
の
具
体
的
取
組
み
に
つ

い
て
（
新
規
就
農
支
援
、
経

営
規
模
拡
大
、
農
業
法
人
化

へ
の
側
面
的
支
援
、
食
品
加

工
工
場
、
新
規
販
売
ル
ー
ト

構
築
、町
の
Ｈ
Ｐ
で
の
宣
伝
・

販
売
）
ど
う
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

町
長　

農
業
に
対
し
て
は
大

き
く
六
項
目
掲
げ
て
き
た

が
、
仕
事
の
場
の
確
保
、
人

材
及
び
後
継
者
の
育
成
、
安

全
安
心
な
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、

非
常
に
大
き
な
取
組
み
と
考

え
て
い
る
。
後
継
者
と
は
、

年
内
に
も
話
し
あ
い
を
行

い
、
今
後
に
向
け
て
何
か
や

り
た
い
。

豊
永　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
開
設
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

町
長　

場
所
は
福
岡
を
考
え

て
い
る
。
出
来
る
だ
け
お
金

を
か
け
な
い
で
、
試
行
的
に

二
〜
三
年
開
設
し
、
加
工
品

を
主
に
状
況
を
見
な
が
ら
、

更
な
る
展
開
を
図
る
。

他
の
質
問
し
た
内
容

　

・
品
目
別
生
産
振
興
に

つ
い
て

・�

担
い
手
の
支
援
に

つ
い
て

・�

耕
作
放
棄
地
の
解

消
対
策
に
つ
い
て

・�

六
次
産
業
化
の
現

状
と
課
題
に
つ
い

て

愛
甲　

三
月
十
一
日
、東
日

本
大
震
災
が
お
き
た
。
大
災

害
の
後
で
、私
た
ち
の
郷
土

は
、四
方
を
山
々
に
と
り
か

こ
ま
れ
て
豊
か
な
水
と
農

地
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域

だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
。

　

こ
の
球
磨
の
地
を
訪
れ
た

あ
の
司
馬
遼
太
郎
も「
日
本

に
お
け
る
弥
生
式
農
耕
の
最

古
の
適
地
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
」と
の
べ
て
い
る
。

　

郷
土
の
自
然
、郷
土
の
文

化
財
、郷
土
の
先
人
達
な
ど

町
の
宝
物
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
が
、大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
。
町
長
、教
育
長
は

こ
れ
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
。

町
長　

地
元
の
自
然
、文
化

財
、
先
人
た
ち
の
こ
と
を

し
っ
か
り
知
る
こ
と
は
、大

事
な
取
り
組
み
と
思
っ
て

い
る
。
私
も
ビ
ハ
公
園
か
ら

の
白
髪
岳
に
も
登
っ
て
み

た
い
。

教
育
長　

小
学
校
の
副
読
本

の
中
で
、あ
さ
ぎ
り
町
の
こ

と
を
ま
と
め
て
、学
校
教
育

問 農業振興及び活性化対策は
　　農業の活性化を最優先に考える

の
中
に
生
か
し
て
い
く
。

具
体
例
を
あ
げ
て
質
問
し

た
こ
と

・�

白
髪
岳
原
生
林（
自
然
環

境
保
全
林
）の
こ
と

・�

町
内
に
あ
る
相
良

三
十
三
観
音
さ
ん
の
こ

と
・�

須
恵
出
身
の
長
野
文
治

軍
医
監
の
こ
と

問 

町
の
宝
物
の
掘
り
起
こ
し
を

　
　

 

大
事
な
取
り
組
み
と
思
っ
て
い
る

愛甲　利孝 議員

豊永　喜一 議員

一
般
質
問

町長

町
長

物産館内の加工場

宮原観音（岡原）

�



宮
原　

私
は
自
治
体
の

や
る
べ
き
仕
事
は
住
民

の
皆
様
よ
り
税
金
を
徴

収
し
、
そ
れ
を
有
効
に

無
駄
の
な
い
よ
う
に
分

担
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
と
考
え
て
い
る
が
、
町

長
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る

か
。

町
長　

私
も
ビ
シ
ッ
と
税

の
徴
収
等
を
行
い
社
会
資

本
の
整
備
と
か
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
が
町
の
行

政
の
基
本
と
思
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
産
業
振
興
、
雇
用
確

保
の
た
め
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

宮
原　

社
会
資
本
の
整
備
等

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
給

食
セ
ン
タ
ー
廃
油
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
化
事
業
は
業
者
の
方
に

補
助
し
て
で
も
や
っ
て
も
ら

う
べ
き
も
の
で
あ
り
町
が
や

る
べ
き
事
業
で
は
な
い
と
主

張
し
た
が
、町
は
実
施
し
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

給
食
セ
ン

タ
ー
の
食
用
油
の
産
業
廃
棄

物
を
軽
油
化
し
て
公
用
車
に

使
っ
て
い
る
。
役
場
職
員
の

製
造
に
係
る
時
間
も
あ
る
が

１
ℓ
四
十
八
円
、
五
ヵ
月
間

で
二
万
円
の
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２

の
四
百
九
十
三
㎏
の
削
減
の

試
験
結
果
が
出
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ギ
ョ
ー
ザ
事
業
に
つ
い
て

・
特
別
交
付
税
に
つ
い
て

問 自治体のやるべき仕事は
　  社会資本整備、サービスを提供する事

小
見
田　

公
共
工
事
減
少
、

景
気
低
迷
、
建
設
業
の
県
の

ラ
ン
ク
見
直
し
等
で
業
者
の

方
々
も
就
業
日
数
も
減
り
、

経
営
的
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
町
発
注
工
事
も
、
分
離

発
注
等
で
地
元
中
小
業
者
受

注
の
機
会
を
増
や
す
配
慮
は

さ
れ
て
い
る
か
。

副
町
長　

分
離
発
注
は
コ
ス

ト
高
で
あ
り
効
率
的
な
の
は

一
般
競
争
入
札
で
あ
る
が
、

地
元
業
者
育
成
に
向

け
指
名
競
争
入
札
で

配
慮
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
。

町
長　

行
財
政
改
革

も
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
町
民
の
現
在
の
生
活

を
維
持
で
き
る
取
り
組
み
を

ま
ず
は
基
本
的
に
や
っ
て
い

く
。

小
見
田　

農
業
の
主
幹
作

物
で
あ
る
葉
た
ば
こ
が
、

二
十
四
年
作
か
ら
約
二
割
減

少
す
る
。
作
目
の
転
換
、
担

い
手
の
育
成
に
向
け
、
益
々

Ｊ
Ａ
等
と
の
連
帯
強
化
が
望

ま
れ
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
行
政
の

農
政
へ
の
か
か
わ
り
を
ど
う

問 

若
者
が
残
れ
る
た
め
の

　
　
　
　
　

雇
用
を
守
る
想
い
は

　
　

  

現
在
の
生
活
を
維
持
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　

取
組
み
を
図
り
た
い

宮原　盛幸 議員

考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長　

Ｊ
Ａ
と
は
向
き
合
い

な
が
ら
協
力
し
て
い
く
。
大

量
の
農
産
物
は
Ｊ
Ａ
に
、
少

な
い
量
は
ネ
ッ
ト
販
売
等
、

別
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
行
政

支
援
も
必
要
と
思
う
。

小見田和行 議員

一
般
質
問

町長

町
長

廃油利用のディーゼル化事業

次代をになう青年達
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桑
原　

深
田
地
区
は
ス
ポ
ー

ツ
と
歴
史
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、

高
山
運
動
公
園
に
お
い
て
は

町
内
は
も
と
よ
り
郡
外
か
ら

体
育
施
設
利
用
者
が
多
く
、

合
宿
を
兼
ね
た
団
体
も
多
く

来
ら
れ
る
。
こ
の
高
山
に
は

定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、地
域
住
民
の
社
会
活
動

の
拠
点
と
し
て
多
目
的
な
事

業
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
現

在
で
は
町
内
は
も
と
よ
り
、

県
外
か
ら
の
利
用
さ
れ
る
団

体
、ま
た
部
活
動
の
研
修
の

場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
定
住
セ
ン
タ
ー

を
、今
後
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

振
興
と
青
少
年
健
全
育
成
を

目
的
と
し
た
宿
泊
施
設
に
改

善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

深
田
を
ど
う
い
う
ふ

う
に
活
性
化
し
て
い
く
か
、

高
山
周
辺
の
運
動
場
、体
育

館
、定
住
セ
ン
タ
ー
温
泉
施

設
、又
、高
山
も
近
く
に
控
え

て
い
る
。
あ
れ
だ
け
の
施
設

が
集
中
し
て
お
り
、体
育
館

周
辺
の
駐
車
場
を
整
備
し
て

き
た
。
深
田
地
区
の
一
つ
の

活
性
化
す
べ
き
拠
点
と
し
て

私
は
位
置
づ
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
用
排
水
路
整
備
は

・�

中
山
間
地
直
接
支
払
い

制
度
は

問 
高
山
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
改
善
は

　
　

 
活
性
化
す
べ
き
拠
点

　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
位
置
づ
け
た
い

桑原　武夫 議員

一
般
質
問

町
長

高山定住促進センター

奥
田　

物
産
館
、農
産
物
直

売
所
の
移
転
は
で
き
な
い
か

尋
ね
る
。

　

生
産
者
の
人
達
は
、物
産

館
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
に

は
販
売
所
の
移
転
し
か
な
い

と
、国
道
二
一
九
号
線
沿
い

に
移
転
す
る
事
を
強
く
希
望

し
て
お
ら
れ
、免
田
地
区
黒

田
の
二
一
九
号
線
沿
い
に
、

テ
ン
ト
を
張
り
農
産
物
を
販

売
さ
れ
た
が
、う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
よ
う
で
経
営
を
断

念
さ
れ
て
い
る
。
私
は
ち
ゃ

ん
と
し
た
施
設
で
安
心
し
て

直
売
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作

る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

町
長　

国
道
筋
の
黒
田
の
方

で
、店
を
テ
ン
ト
で
構
え
て

販
売
を
開
始
さ
れ
た
。
私
も

あ
の
取
り
組
み
で
、ど
う
い

う
ふ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
な
と
、か
な
り
関

心
を
持
っ
て
み
て
い
た

が
、仮
の
施
設
で
あ
っ

た
こ
と
と
か
、品
揃
え

と
か
、色
々
あ
っ
て
半

年
近
く
で
、
閉
鎖
さ
れ
た
。

物
産
館
を
国
道
筋
に
持
っ
て

い
く
た
め
に
は
相
当
な
費
用

が
伴
う
。
総
合
的
に
国
道
筋

に
物
産
館
を
持
っ
て
い
く
の

は
も
う
や
め
た
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

設
置
に
つ
い
て

問物産館、農産物直売所の移転は
　　物産館の移転は考えていない

奥田　公人 議員

町長

物産館直売所（上）
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九
月
二
十
二
日
午
後
三
時
よ

り
、ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て
、区
長

会
と
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
区
長
会
か
ら

は
四
十
五
名
出
席
さ
れ
、議
会
か

ら
は
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
発
言
さ
れ
た
主
な
内

容
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

　

先
ず
、
議
会
か
ら
の
報
告（
六

月
及
び
九
月
定
例
会
内
容
に
つ
い

て
）が
あ
り
、次
に
あ
さ
ぎ
り
町
の

議
会
改
革
に
つ
い
て（
特
別
委
員

会
報
告
）が
あ
り
、議
会
か
ら
の
報

告
・
説
明
に
対
す
る
区
長
会
か
ら

の
質
疑
・
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
長
の
報

告
の
中
で

　
（
一
）�通
年
議
会
制
度
の
導
入
に

つ
い
て

　
（
二
）�執
行
部
の
反
問
権
導
入
に

つ
い
て

　
（
三
）�議
員
定
数
、報
酬
等
に
つ

い
て（
定
数
十
六
名
。
報

酬
に
つ
い
て
は
公
務
員
給

与
の
動
向
を
見
守
る
。）

　
（
四
）�議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
等

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
区
長
会

区
長
と
の
意
見
交
換
会

常
任
委
員
会
等
報
告

　

七
月
五
日
に
、町
内
五
中
学
校
を
訪
問
し
授

業
内
容
や
学
校
施
設
等
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
各
校
と
も
閉
校
ま
で
の
最
後
の
年
度
、学

力
ア
ッ
プ
の
熱
心
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る

と
見
受
け
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
四
日
、国
民
健
康
保
険
医
療
費
の

現
状
と
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
率
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。
一
人
当
た
り
医
療
給
付

費
は
中
位
だ
が
国
民
健
康
保
険
税
率
は
県
内

最
上
位
で
あ
る
こ

と
の
問
題
点
の
追

求
と
改
善
に
向
け

た
対
策
の
必
要
性

を
確
認
し
ま
し

た
。

　

同
日
、
消
防
施

設
の
整
備
と
消
防

団
の
活
性
化
対
策

及
び
常
設
消
防
の

広
域
化
に
つ
い
て

も
調
査
し
ま
し

た
。 総

務
文
教
委
員
会

か
ら
の
質
問
と
し
て
、「
区
長
会

で
は
十
四
名
の
議
員
数
が
適
当
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
強
か
っ
た

が
、ど
う
い
う
理
由
で
十
六
名
に

決
定
し
た
の
か
。」と
の
意
見
が
あ

り
、議
会
か
ら
は
、「
人
口
一
千
人

に
一
人
の
議
員
が
適
当
と
言
う
考

え
の
中
で
議
決
さ
れ
た
。」又
、「
議

会
活
動
の
中
で
三
つ
の
委
員
会
が

あ
り
、議
員
定
数
が
極
端
に
減
少

す
る
と
委
員
会
活
動
に
支
障
を
与

え
か
ね
な
い
。」と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
の
質
疑
・
意
見

交
換
で
は
、「
町
長
、副
町
長
、教

育
長
の
報
酬
カ
ッ
ト
、議
会
議
員

の
報
酬
を
考
え
て
欲
し
い
。
あ
さ

ぎ
り
町
保
育
所
を
民
営
化
に
し

て
は
ど
う
か
」な
ど
の
意
見
が
あ

り
、大
変
有
意
義
な
中
に
終
了
し

ま
し
た
。

町内中学校の授業参観

区長さん方との意見交換会
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厚
生
常
任
委
員
会

①
国
民
健
康
保
険
医
療
費
と
保
険
税

に
つ
い
て

　

平
成
十
六
、
十
八
、
二
十
、
二
十
一
年
と

税
率
が
改
正
さ
れ
、
保
険
税
は
県
下
で
最

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
課
と
し
て
徴

収
率
を
上
げ
る
た
め
の
努
力
を
し
、
そ
の
成

果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
事
業
の
運

営
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

②
特
別
老
人
ホ
ー
ム
「
り
ゅ
う
き
ん

か
」
訪
問

　

全
室
個
室
で
、
定
員
は
長
期
入
所

二
十
九
人
、
短
期
十
人
。
地
域
密
着
型

で
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
方
が
優
先
的
に
利
用

で
き
ま
す
。

③
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
検
証

　

施
行
前
（
就
学
前
）
の
十
九
年
度
と

二
十
二
年
度
を
比
較
す
る
と
、
扶
助
費
は

約
二
千
八
百
万
円
の
増
加
、
百
六
十
五
％

の
伸
び
で
す
。
こ
の
制
度
の
認
識
度
が
高

ま
り
、
受
診
件
数
が
増
え
た
こ
と
に
尽
き

ま
す
が
、
特
に
小
学
生
の
歯
科
診
療
に
占

め
る
割
合
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

八
月
二
十
五
日
、
午
後
三
時
よ
り
閉

会
中
の
継
続
調
査
二
件
、
農
業
法
人
設

立
並
び
に
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
に
つ

い
て
農
業
委
員
会
と
の
合
同
会
議
も
実

施
し
た
。

　

「
集
落
営
農
組
織
を
法
人
化
す
る
の
は

難
し
い
。
町
と
し
て
ど
の
様
な
法
人
化
が

考
え
ら
れ
る
の
か
示
し
て
ほ
し
い
」
等
々

の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
法
人
化
に
向
け
て

の
理
解
は
い
た
だ
い
て
い
る
。
執
行
部
と

し
て
も
具
体
的
取
り
組
み
を
早
急
に
示
す

べ
き
で
あ
る
。

　

耕
作

放
棄
地

解
消
に

は
、
農

業
委
員

会
の
活

動
は
か

か
せ
な

い
。
今

日
迄
の

活
動
は
郡
市
の
中
で
も
大
変
活
発
で
あ
る

が
、
執
行
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
活
動
評

価
が
低
い
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
農
業
委
員
の
報
酬
は
郡
市

で
も
非
常
に
低
い
。
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

　
　
　
　
　

企
業
団
議
会

　

平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九

月
二
日
に
招
集
さ
れ
会
期
一
日
で
開
催
さ

れ
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
決
算
認
定
五
件
の
、
五

議
案
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、

病
院
事
業
、
老
健
事
業
及
び
健
診
事
業
会

計
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。

　

総
収
益
四
十
三
億
八
千
五
百
二
十
一

万
六
千
六
百
三
十
七
円
の
決
算
額
に
対

し
、
総
費
用
四
十
二
億
九
千
八
百
七
十

六
万
一
千
三
百
九
十
一
円
の
決
算
額
で

八
千
六
百
四
十
五
万
五
千
二
百
四
十
六

円
の
当
年
度
純
利
益
を
計
上
で
き
た
。

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日
、
第
三

回
定
例
会
が
開
か
れ
、
ま
ず
議
長
選
挙
を

行
い
議
長
谷
口
德
太
議
員
（
湯
前
町
）
を

選
ん
だ
。

　

議
案
は
第
十
七
号
が
組
合
の
財
産
処

分
、
第
十
八
号
と
十
九
号
が
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
原
案
可
決
。
認

定
第
一
号
か
ら
四
号
ま
で
が
平
成
二
十
二

年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
認

定
で
、
い
ず
れ
も
認
定
し
た
。
他
に
報
告

二
件
、
ま
た
平
成
二
十
二
年
度
決
算
認
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し
閉
会
し
た
。

川
辺
川
総
合
土
地
改
良

　
　
　

事
業
組
合
議
会

　

第
二
回
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組

合
議
会
が
八
月
三
十
一
日
、
開
催
さ
れ

た
。
四
月
の
地
方
統
一
選
挙
後
の
初
議

会
と
い
う
こ
と
で
、
不
在
に
な
っ
て
い
た

正
副
議
長
に
人
吉
議
会
選
出
の
田
中
哲
議

員
、
多
良
木
町
議
会
の
山
中
馨
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
川
辺
川

総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
歳
入
歳
出
決
算

を
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
歳
入

総
額
四
千
二
百
三
十
一
万
五
千
八
百
五
十

六
円
、
歳
出
総
額
三
千
四
百
二
十
五
万
千

八
百
五
十
六
円
、
差
引
残
額
八
百
六
万
四

千
円
。

　

二
十
三
年
度
の
補
正
予
算
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
補
正
額
は
歳
入
歳

出
共
に
そ
れ
ぞ
れ
六
百
六
万
四
千
円
で
す
。

﹁りゅうきんか﹂ 訪問

農業委員会との合同会議
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新
人
議
員
研
修
会
に
参
加
し
て

　

七
月
二
十
五
日
、熊
本
市
桜
の
馬
場

城
彩
苑
多
目
的
交
流
施
設
で
行
わ
れ
た

新
人
研
修
に
、参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
で「
創
造
く
ま
も
と
代
表
理

事
」の
木
村
仁
氏
の
挨
拶
に
始
ま
り
、熊

本
県
立
大
学
教
授
桑
原
隆
広
氏
に
よ
る

「
市
町
村
行
財
政
当
面
の
課
題
」の
講
演
、

午
後
か
ら
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
大
森

彌わ
た
る

氏
に
よ
る「
分
権
化
時
代
と
市
町
村
議

会
」の
講
演
が
あ
り
、分
権
下
の
新
た
な

町
村
議
員
像
と
し
て
、何
よ
り
も
ま
ず
民

主
的
地
方
自
治
制
度
に
お
い
て
議
会
が

全
て
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
、ま
た
そ
の
こ
と
を
改
め
て
欧
米
の

歴
史
の
流
れ
と
現
状
か
ら
学
び
、町
村
議

会
活
性
化
に
役
立
て
る
真
摯
な
態
度
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
世
の
中
の
動
き
が
早
ま

る
な
か
で
先
例
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
堅
持
す
べ

き
、選
挙
年
齢
を
満
十
八
歳
以
上
に
下
げ

る
。
ま
た
、議
員
定
数
に
お
い
て
は
削
減

を
是
と
す
る
風
潮
は
議
会
制
民
主
主
義

を
危
う
く
し
、常
任
委
員
会
制
度
を
中
核

と
す
る
議
会
運
営
を
困
難
に
す
る
も
の

で
本
来
は
所
属
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
る

議
長
も
人
数
不
足
か
ら
多
く
は
加
わ
ら

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

一
般
質
問
の
活
発
化
の
た
め
、事
前
通
告

制
の
廃
止
、一
問
一
答
方
式
の
採
用
、対
象

の
範
囲
の
拡
大
。
関
連

質
問
の
承
認
等
・々・・

続
き
最
後
に
は
町
村
議

会
は
、長
や
職
員
、さ
ら

に
は
住
民
と
一
致
協
力

し
て
、ま
ち
む
ら
づ
く
り

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
、と
い
う
大

森
氏
の
講
演
に
と
て
も

共
感
が
も
て
た
。

　

そ
の
後
も「
全
国
町

村
議
長
会
事
務
総
長
」

高
田
恒
氏
の
講
演
が

十
七
時
ま
で
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
、自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

た
、実
の
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。

　

県
内
市
町
村
の
新
人
議
員
を
対
象

と
し
た
民
間
主
催
の
勉
強
会
が
七
月

二
十
五
日
、
熊
本
市
の
城
彩
苑
多
目

的
交
流
施

設
で
行
わ

れ
、参
加
致

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、最

初
に
主
催

者
の
一
般

財
団
法
人

「
創
造
く
ま

も
と
」代
表

理
事
の
木

村
仁
前
参

議
院
議
員

が「
名
古

屋
市
や
大
阪
府
、以
前
の
阿
久
根
市
は

じ
め
、議
会
の
存
在
意
義
が
公
然
と
批

判
さ
れ
る
中
、首
長
と
議
会
が
対
等
の

立
場
で
協
力
と
け
ん
制
を
し
合
う
本

来
の
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
意
義
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
県
立
大
学
桑
原
隆
広
教
授

に
よ
り「
市
町
村
行
財
政
の
当
面
の
課

題
と
議
会
」を
題
と
し
て
講
演
に
入
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、日
本
国
憲
法
と
地
方
自
治
、

国
会
と
地
方
議
会
、
地
域
分
権
改
革

と
地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て
、
基
本

的
な
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的

経
緯
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」に
つ
い
て
、高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、必
要
な
社
会
保
障
の
機
能
強
化
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、社
会
保
障
給
付

の
安
定
財
源
を
確
保
し
、財
政
の
健
全

化
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
い
う
勉
強
会
に
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

豊�永�喜�一�議員

野�中��進�議員

大森教授による講演
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臨
時
財
政
対
策
債
と
は
、
国
が
地
方
交

付
税
を
算
定
交
付
す
る
中
で
生
じ
た
財
源

不
足
分
を
、
地
方
で
起
債
（
借
金
）
し
て

も
い
い
で
す
よ
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
後
年
度
、
地
方
交
付
税
で
全

額
国
が
み
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
わ
ば
地
方
交
付
税
の
前
借
り
み
た

い
な
性
格
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
の
是
非

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
間
に
お
い
て
も

議
論
が
わ
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
残

高
は
二
十
二
年
度
末
で
四
十
四
億
八
千
万

円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

議
会
ひ
と
く
ち
メ
モ 

�

臨
時
財
政

　
　

対
策
債
と
は

　ＮＰＯ法人あすなりネットワーク（理事長・西木
明幸さん）では、都会向け宅配野菜の箱詰め作業を
受託しておられます。あさぎり町産の旬の野菜、
山菜などを中心に米、農産物加工品、特産品など、
週に３回、注文に応じて発送されています。メン
バーは、身体障がい者、知的障がい者、その家族な
ど13人と、２人のスタッフで構成されています。
　この会は、あさぎり町誕生まもなく、障がい者
の集いとして活動してこられていたものだそうで
す。研修旅行などをやって来ておられたというこ
とです。昨年の７月に、働きたくても働けない人
のために、「あすなりの丘ファーム」（施設長・遠山
幸穂さん）をオープンしておられます。
�　今年の４月からはあさぎり町の障がい者自立支
援事業に基づく「地域活動支援センターⅢ型」に認
定されておられます。
　それぞれの障がいに応じた作業（仕事）を提供す
ることで、自分の新たな可能性を見出してもらい、
自立のきっかけにつなげたいということです。
　また、子どもから高齢者の方まで、地域の人たち
との相互交流を深め、障がいの事を正しく理解し
てもらいながら、新たな「公共」づくりを目指して
いるということでした。

町の新しい風
都会向け宅配野菜箱詰作業

ＮＰＯ法人
あすなりネットワーク

宅配野菜の箱詰め作業

野菜作りにも挑戦中
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編
集
後
記

　

四
方
の
山
々
も
彩
り
を
深
め
、平
地

で
は
稲
穂
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
黄
金
色

に
波
打
っ
て
、す
っ
か
り
秋
の
気
配
が

深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り「
あ
さ
ぎ
り
」

は
第
三
回
定
例
会
に
つ
い
て
の
記
載

に
な
り
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
で

は
、議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
定
数
削

減
を
図
り
、定
数
十
八
名
か
ら
十
六
名

に
改
正
致
し
ま
し
た
。
議
員
も
自
ら

議
会
改
革
を
推
進
し
て
町
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
添
え
る
様
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
と
英
知
を
集

結
し
あ
さ
ぎ
り
町
発
展
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。（
奥
田
）

委
員
長　

愛　

甲　

利　

孝

副
委
員
長　

皆　

越　

て
る
子

委　

員　

樫　

山　
　
　

保

委　

員　

奥　

田　

公　

人

委　

員　

桑　

原　

武　

夫

委　

員　

永　

井　

英　

治

編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

橋　

爪　

和　

彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

町 民 声の
若
い
夫
婦
向
け

の
住
宅
を

須恵・寺池
恒�松�慎�治

　現在私は、須恵小学校ＰＴＡ会長の職を仰
せつかっております。運動会、資金活動、全校
児童に呼び掛けての栗拾い等、半年が経ち大
きな行事も各会員のご協力のお陰で無事行う
ことが出来ました。
　全校児童62名と少数ですが皆礼儀正しく、
元気で素直な子ども達で大変誇りに思ってい
ます。さて、この様な小学校ですが、今、大変
重大な問題に直面しています。それは、「複式
学級」と言う問題です。来年度の新２、３年生
が合わせて16名となり、規定により複式学級
となってしまいます。一度、複式学級になっ
てしまうと、児童数が増える事は難しく、減少
の一途だと言う事を聞きます。ＰＴＡでは、
編入可能な児童、入居可能な住宅等の情報収
集を学校と共に行っています。その中で、空
き住宅の少なさを痛感しています。「住む所
が有れば、考えたい」と言う声も聞きます。そ
こで、町、議会に、若い夫婦向けの住宅の提供
をお願いしたいと思います。学校の衰退が地
域の衰退とならないように。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
8
6
8
-0
4
2
2
　
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1
8
5
5
番
地

TEL（
0
9
6
6
）4
7
-0
3
1
2・
FA
X（
0
9
6
6
）4
7
-0
2
6
5

 E-m
ail syoki-gikai@

tow
n.asagiri.lg.jp

免田・吉井
井手永　愛

　私には、中学２年生、小学６年生、小学２年生の
子どもがいます。来年４月のあさぎり中学校開
校では、新３年生、新１年生としての入学となり
大変楽しみにしています。
　中学２年生の娘は免田中最後のバレー部員と
して、各大会に向け毎日練習に一生懸命にがん
ばっています。
　あさぎり中学校開校については、学校説明会
や色々な資料等で理解はしているつもりですが、
開校後の部活動がどうなるのかなど、娘も私も多
少不安に思っているところです。新３年生にな
り、中体連まで約３ヵ月の間、先生やコーチが代
わり部員も増え、とまどったまま中体連を迎える
事のないように、今私達保護者ができる事がない
か考えてみました。まず、現在５つの中学校に声
をかけ、保護者会や合同練習会、親睦会等が出来
ないか考えています。子ども達の気持ちを考え
ると、今は各校ライバルとして戦っていますが、
４月からは同じチームメイトとして一丸となり、
最高のチームでプレーができれば、保護者として
もとても喜ばしい事と思います。
　子ども達と私達の不安を取り除いて、より良い
あさぎり中学校の開校を望みます。

部
活
動
に

　

期
待
す
る
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